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　　　★　マメと暮らす 5
　
　　　「インゲン」って隠元禅師が中国から持って帰ってきたから、その名が付いたとか。
　　　僕は黄檗に住んでいるので、隠元とは少しばかり縁があります。（万福寺も近いし、毎朝隠元橋を自転車で通るし）

　　　だからと言って「インゲン」をよく食べるかと言われれば、そんなには食べないし
　　　なんなら「三度豆」という言い方のほうが、馴染み深いです（両親がそう呼んでいたので）

　　　他に「インゲン」の別称としては「フジマメ」とか「五月ささげ」という言い方もあるそうで。
　　　旧暦好きとしては、今後むしろ積極的にこちらの方を採用していこうか、、、いや、やっぱり「三度豆」かな　（三）

　
　　　ゆらねの主な予定

　　　6/13（木）レイキとダンシャリの座談会
　　　6/15（土）出張推拿＠マルシェノグチさん（京都二条）
　　　6/24（月）酒×占night＠おさけカフェpetit*petitさん
　　　7/2（火）くさの地蔵縁日＠安楽寺

　　　興味のあるイベントがあったら、お氣軽にご参加ください
　　　詳しくは http://www.yurane-seitai.com/
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　　　夏のこころとからだ～季節を知る暦講座

　　　日時　6月10日（月）10：00～11：30
　　　場所　なな色の空さん（京田辺市）

　　　夏（ナツ）の養生は、熱（ネツ）そして湿（シツ）の
　　　ケアがポイント！旧暦を読みながら、健やかな
　　　夏の過ごし方を、みんなで学んでいきましょ～♪



　　　　★　レイキとダンシャリ 5

　　　あんまりルールを作りすぎないほうがいい
　　　お氣楽さがいる

　　　~~~~~~~~~~~~~~~

　　　楽しんでやるって大事だな〜と
　　　改めて氣づいた

　　　自分では楽しんでやっている
　　　つもりだったのに
　　　いつの間にか「ToDo」になっていて…

　　　知らぬ間に小さいストレス積もっていた

　　　(ここではレイキとダンシャリとして
　　　書いていますが)

　　　そういう事って人それぞれで
　　　あるんじゃないかなぁ…

　　　それが何かわかったら
　　　ちょっとした解放感と共に
　　　少し視点が変わって
　　　また楽しめると思うのでした

  　　　
　
★
　
い
の
し
し
女
の
毎
日
　
そ
の
五

　 　
　
今
年
も
め
だ
か
が
孵
っ

た
。

　
　
目
を
凝
ら
さ
な
い
と
見
つ
け
ら
れ
な
い
く
ら
い

　
　
小
さ
い
か
ら
、

こ
の
季
節
に
な
る
と
毎
朝
息
を

　
　
止
め
て
じ
ー
ー
っ

と
覗
き
込
む
の
が
日
課
。

　
　
生
ま
れ
た
て
は
色
も
半
透
明
で
ぼ
う
っ

と
し
て

　
　
い
て
、

そ
の
う
ち
だ
ん
だ
ん
と
色
も
は
っ

き
り

　
　
し
て
チ
ョ

ロ
チ
ョ

ロ
動
き
回
る
か
ら
、

昨
日
生

　
　
ま
れ
た
な
と
か
今
日
生
ま
れ
た
な
と
か
な
ん
と

　
　
な
く
わ
か
る
よ
う
に
な
っ

た
。

　
　
全
然
飽
き
も
せ
ず
も
う
何
年
飼
っ

て
る
の
だ
ろ

　
　
う
。

グ
レ
ー

の
と
か
黄
色
っ

ぽ
い
の
と
か
金
魚

　
　
と
間
違
え
ら
れ
る
や
つ
と
か
斑
点
が
あ
る
や
つ

　
　
と
か
い
つ
の
間
に
や
ら
個
性
豊
か
な
め
だ
か
達

　
　
が
勢
揃
い
。

　
　
め
だ
か
の
産
卵
、

ど
く
だ
み
の
収
穫
、

梅
し
ご

　
　
と
等
、

楽
し
み
が
沢
山

　
　
e
n
j
o
y
s
u
m
m
e
r

！
！

　
　
雨
季
雨
季
…

浮
き
浮
き
…

　
　
子
は
、

最
近
鉄
棒
に
ぶ
ら
下
が
る
。

急
に
や
っ

　
　
て
の
け
た
か
ら
び
っ

く
り
だ
。

同
じ
日
に
で
ん

　
　
ぐ
り
返
り
も
し
た
。

　
　
す
ご
い
ぞ
少
年
、

そ
の
調
子
だ
ー

！

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

ム
）

  
 
編
集
後
記

　　 
 

エ
ス
ペ
ラ
ン
サ
・
ス
ポ
ル
デ
ィ

ン
グ
が

 
 
レ
イ
キ
に
興
味
が
あ
る
ん
だ
っ

て
！

 
 

来
日
の
際
は
、

ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
を
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

三
）

　　
　
今
年
は
念
願
だ
っ

た
青
谷
の
城
州
白
で

　
　
梅
干
浸
け
ま
ー

す
♪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

ム
）

　　　【文・編集】　ゆらね推拿担当 三木哲哉

　　　陰陽五行の自然観を学びながら、
　　　整体や養生のことをお伝えしています。
　　　出張施術・講座などお氣軽にお声掛けください。
　　　tetsuya.miki@yurane-seitai.com

　　　【新聞連載】　「ちいさないきもの」担当　mu-ran

　　　中医学の考えをベースに日々楽しく暮らしています。
　　　家スイナ、移動スイナ、夜スイナは現在育児休業中ですが、
　　　臨機応変に対応致します。
 
　　　tel 09096113230  mail　ikumi-n.13@ezweb.ne.jp
　　　twitter　＠mimiosumaseva

　　　　★　右流左死

　　　「うるさい」を漢字変換すれば「五月蝿い」と出てきます。

　　　これは旧暦五月に脳内変換する方が
　　　臨場感が出ますね。ブ～ン。でもこれは当て字。

　　　本来の「うるさい」は、心（うら）狭し（さし）
　　　心は目には見えないもの、だから「裏（うら）」
　　　それが狭いと煩わしさ満開、、、なんとなく納得。

　　　京都っぽい「うるさい」で言えば、「右流左死」説
　
　　　（なんか「愛羅武勇」や「夜露死苦」的な
　　　匂いがせんでもないですが。汗）

　　　右大臣：菅原道真　左大臣：藤原時平

　　　道真は大宰府へ流され、時平は早死にした
　　　これは道真の祟り（たたり）だ、あぁ、物々しい、みたいな。

　　　さしずめ、うるせいやつら・・・
　　　そう言えばラムちゃんって雷、あやつってましたね。

　　　くわばらくわばらだっちゃ　　（三）


